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《学校教育目標》 「持続可能な未来の創り手として、 

たくましく、心豊かに、学び続ける生徒の育成」  
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残暑というには暑すぎる日が続いていた 9月 7日、記念すべき第 70回唐津市立第五中学校体育大会

がたくさんの来賓の方々や保護者、地域の皆様が見守る中、盛大に開催されました。 

この体育大会に向けて生徒会本部役員を中心とした体育大会実行委員会は、1学期から計画を立てて

いきました。生徒たちは応援リーダーを選出し、各学級団を組織していきました。夏休みには体育大会

に向けての準備、そして応援団員による練習がスタート。そして９月１日からは、全校生徒による体育

大会練習が本格的に始まりました。その間、熱中症への警戒とともに台風の来襲など心配すべき事象が

多くありましたが、なんとか本番の日を迎えることができました。 

体育大会当日、相変わらず太陽からは強い日差しが照りつけていましたが、適度な風と時折流れてく

る雲で、やや過ごしやすい体育大会日和となりました。「湧輝陽笑 ～輝く笑顔で勝利をつかめ～」の

大会スローガンの下、開会式の各団団長による力強い選手宣誓で競技の幕が開き、生徒たちはすべての

競技に全力で挑んでいました。競技中だけでなく、声を枯らして選手たちを応援し、自分の係や役割に

真面目に取り組んでいる姿を見て、団の勝利はもちろん、体育大会の成功のために全校生徒が一致団結

していることを強く実感しま

した。そして、そんな五中生

の団結と頑張りに自然と胸が

熱くなり、五中がもっともっ

と大好きになりました。 

私が一番心を揺さぶられたのが、３年生の団体種目「赤ミャクミャク青ミャクミャク緑ミャクミャク

黄ミャクミャク」（ムカデ競争）です。女子全員のムカデから男子全員のムカデにバトンが引き継がれ

ましたが、本番の緊張からなかなかうまくいかず最下位になってしまった団。他のチームの男子が次々

とゴールする中、その団の男子はまだコース半ばで苦戦していました。すると、そのチームの女子が男

子のそばまで走り寄り、必死の応援。それに応えて、再び走り出す男子。そして、何とかゴールライン

へとたどり着く。するとそこには、すでにゴールした他の団の選手がみんなで応援し、ゴールへと迎え

入れるという感動的なフィナーレが待っていました。自分たちのチームの勝利だけを求めるのではなく

他のチームにも声援を送り、学年全員で競技をやり遂げたことを最高の喜びとしている生徒たちの姿を

見て、涙が溢れました。五中がこんなにも

素敵な学校であるのは、そんな先輩たちの

姿を見ていた１・２年生が、その頑張りに

感謝し、その姿勢と努力に感動して、自分

たちもあんな素晴らしい３年生になりたい

とあこがれてきたからだと、この体育大会

で確信しました。 

感動の 第70回唐津市立第五中学校体育大会 ！ 



 

最後の演目、全校エールで実行委員長 赤羽慶一郎くんを中心に、全校生徒が肩を組んで大声で歌い

上げた第五中学校校歌は、「ともどち我等」の歌詞のとおり、五中生全員が「ともどち」として本当に

一つになったと感じました。そんな体育大会を創り上げ成功へと導いてくれた、体育大会実行委員会、

生徒会本部、各団の団長・リーダーの皆さん、本当にお疲れまでした。そして、本当にありがとう！ 

また、この暑い体育大会練習期間から本番まで、子どもたちを支え応援して下さった、保護者の皆様、

地域の方々、来賓の皆様、本当にありがとうございました。 

総合優勝    赤団  競技優勝    赤団  応援優勝    青団 

団対抗綱引き優勝 赤団  団対抗リレー優勝 赤団  応援旗優勝   青団 

１年団体種目優勝 青団  ２年団体種目優勝 赤団  ３年団体種目優勝 赤団 

１年全員リレー優勝 赤団  ２年全員リレー優勝 黄団  ３年全員リレー優勝 緑団 

 

 

 

 ２学期のスタートに際して、私から生徒たちに

話したことがあります。それは、９月から始まった

唐津市の学校給食費無償化についてです。 

 現在の物価高、特に米不足など深刻な状況です。

そのような状況下で現在の給食を維持するために

給食費の値上げが議論される中、唐津市は子育て

世帯の経済的な負担を軽減するために、給食費を

無償化する施策を実現しました。 

 生徒にはこの給食費無償化によって、給食費が

タダになるわけではないと話をしました。給食費

を小中学生の保護者が負担する代わりに唐津市民

の税金で賄われるのです。だからこそ、給食に感謝

の気持ちをもち、残さず食べてほしいと思います。

実は１学期、第五中は市内でも給食の残菜が最も

多い学校の一つでした。しかし、それは食材を供給

される農家や牧畜・漁業関係者、その食材を調理・

運搬される方、そして税金を納められたすべての

唐津市民に対して申し訳ないことなのです。 

 この無償化を機に、給食

の質と量を維持すため、 

１食当たりの費用を253円

から301円に増額されてい

ます。中学生は、育ち盛り

食べ盛り。給食をしっかり

食べて、心も身体も健康的

に成長させましょう！ 

 

１０月の行事予定 ９月から学校給食費無償化 
日 曜 行　　　　事

1 水 フッ素洗口　２年：職場体験事前取扱　市一斉部活動停止日

2 木
３年：薬物乱用防止教室　　　　　　　　２年：職場体験学習
１年：松葉かき

3 金 英語検定（３年全員受検）

4 土 唐津市中体連駅伝大会

5 日

6 月

7 火 ２年：総合的な学習講話　　　　　　　　　　子育てサロン

8 水 フッ素洗口

9 木

10 金

11 土

12 日

13 月 ㊗　スポーツの日

14 火 ３年：ＳＡＧＡテスト（国・理・英）

15 水 ３年：ＳＡＧＡテスト（社・数）

16 木 １年：読み聞かせ

17 金

18 土

19 日

20 月

21 火

22 水

23 木 文化発表会準備

24 金 第７０回文化発表会　　　　　　　　　　　　漢字検定（放課後）

25 土

26 日

27 月 生徒集会

28 火 花いっぱい運動（放課後）

29 水 フッ素洗口

30 木 新入生説明会

31 金


